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第２章 わたしたちはこんなまちにしていく 

 

< ５本の柱と取り組みの方向 > 

 

いつまでも変わることのない理想像と将来像の実現に向け、「５本の柱」とそ

れぞれを分類した「取り組みの方向」を定めます。 

 

 

５本の柱

１　「その人らしく生きること」をお互いに支え合う福祉のまち

２　医療・保健・福祉が連携した安心・健康長寿のまち

３　高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまち

４　障がい者が安心して自分らしく暮らし続けられるまち

５　誰もが心豊かに子育てできるまち

１　子どもも大人も輝く生涯学習のまち

２　文化を新たに創造するまち

３　スポーツを楽しむまち

４　学校教育の充実したまち

５　子どもも大人も共につながり成長していくまち

１　自然を大切にするまち

２　廃棄物による環境負荷の少ないまち

３　温室効果ガス排出の少ないまち

４　暮らしと景観に配慮したまち

１　良好な住環境の形成により、くつろぎが生まれるまち

２　災害に強く、犯罪のない安全なまち

３　歩行者と自転車を優先するまち

４　都市機能の整った快適なまち

５　地域資源を生かした個性豊かなにぎわいのあるまち

１　市民自治のまち

２　誰もが尊重され、自由で平等なまち

３　情報化で、よりよく暮らせるまち

４　世界とつながり、平和に貢献するまち

第４節
安全で安心な、

快適な暮らしを支えるまち

第５節
新しい地域の姿を示す
市民主権のまち

いつまでも変わることのない理想像

青い海と　みどり豊かな　平和都市

自然に生かされ、自然を生かすまち
コミュニティに支えられ、コミュニティを支えるまち

第１節
共に生き、心豊かに

暮らせるふれあいのまち

第２節
共に学び、共に育つ
「共育（きょういく）」の

まち

第３節
自然と人間を共に
大切にするまち

将来像

取り組みの方向


